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【Air Cairo 臨時便状況】
・大使館やJICAさんのご尽力で多少の行列はあったがスムーズにチェックイン出来た
　（能化大使の見送りもあった）
・預け荷物、機内持ち込みに荷物の重量制限には柔軟な対応を頂いた
（預け荷物２３ｋｇオーバーでも超過料金はなし。特に機内持ち込みは計測なし。）
・数席を除きほぼ満席（30％程度が日本人以外）
・機内も概ね綺麗でスタッフ対応も良かったと感じる
・Social Distanceが強調徹底されていたが、搭乗時や機内では全く守られなかったのが課題か？止むを得ないか
・機内食は特別食をオーダーした方々以外はサンドイッチ2本（チキン・チーズ）と小型パックジュース
・Heathrowにはほぼオンスケで到着

【London乗継・機内状況】
・ANA、JAL共にスタッフさんがキッチリ案内されており混乱は無かった
・ANA側空港ターミナル内は売店２軒のみ？はオープンしており飲食物その他の購入は可能だった（航空会社ラウンジは閉鎖）
（JAL側ターミナルはDuty Freeもオープンしていたとの事）
・空港内・機内共に日本人以外ほとんどおらずかなりガラガラ状態であった
・搭乗後すぐに羽田到着後に必要な検疫関連書類全５枚が配布され簡単な説明があった（日系航空会社だから？）
　書類：	①申告書（検査後の滞在場所・移動手段等）、
②質問表（滞在国履歴等・症状の有無等）、
③検疫所よりお知らせ（相談案内等）
　　　　	④厚生省LINE案内（案内のみ）、
⑤LINE同意書（任意）
・機内食は全クラス共通で２種類のみから選択（但し、First/Businessクラスにはラーメン等の補助食オーダー可であった）
・機内の対応は非常に良かった（私はANA便）
・ANA便、JAL便共に予定より３０分程度早めに到着



【羽田到着後検疫等（ここから重要か）】
14:15  着陸
14:30   ANA便の場合、検疫対応準備の為に約10分程度機内にて待機。その後順次First Class
から降機（JAL分はもっと機内待機時間が長かった様子）
14:40  降機後、待合室（通常の搭乗前待合所を活用）に通され待機
14:50  お子様が居る家族・自宅と移動手段がある方々・ホテル滞在予定者の順で一次受付開始
　　	（一時受付は検疫検体に貼るシール作成の為の氏名確認のみ）
15:10   順番に検査実施―細長く柔らかい綿棒のようなものを鼻からかなり奥まで入れられる
（インフル検査と同様か）
　　　検査ブースは6ブースあったと思う（6人分）―つい立で仕切られている
15:30   滞在先・移動手段等の確認受付
15:40～17:30   ひたすら待合室で待機（自宅待機かつ移動手段のある方々は早々に帰宅可能）
ここまで検査結果通知時期は公表されない
17:30   ANA便での到着者に対して政府準備のホテルへの移動アナウンスあり
　　　（＊ここで成田日航ホテルという事だったので私は羽田宿泊を覚悟で羽田待機を選択）
18:00   ANA便到着者の中で私と他1名を除き約40名が順次成田へ移動開始
19:30   JAL便での到着者に対して政府準備のホテルへの移動アナウンスあり（場所はホテル
グランドヒル市ヶ谷）
20:00   JAL便到着者全員が市ヶ谷に移動開始（見送り寂しかった・・・）
　　　（＊羽田結果待ち待機希望者には毛布が準備されている）
20:30   陰性結果取得―指定地域からの帰国者用の入国許可証の様なピンクの紙を貰う
　　	（結果的に成田に行かなくて正解、結果が出るまで広い待合室に待機者は2人のみ）
（私＋1名の変り者）
21:00   入国審査（ここは普段と何も変わらない作業）
21:45   別送品手続き・円への両替・一時データSIM購入後、会社手配のハイヤーと合流
　　　（両替所・SIM販売窓口はオープン（両替は通常通り30万円相当限度あり））
22:15   自分で手配したホテルにチェックイン
　　　（私のホテルは外出可能・シーツ、タオル交換は各自で行う（フロントへ電話すると
　替えをドアノブにかけてくれるらしい））
　　　（参考：ホテルマイステイズプレミア大森－朝食付き1泊約$100）





【全体を通して】
・各航空便に関しては、皆様のご尽力でほぼ完璧だったと感じる（搭乗時・機内のSocial Distanceの課題のみか）
・羽田到着後の各種進行も空港係官の増員も含めて想像よりスムーズだったと感じる
・検査結果取得時間目安が分からないのが一番の不安要素だが、但し検査側も明言できないので仕方がないとも思う
　（到着人数にもよるが、今回の実績からして検査後結果取得まで約6時間が目安か？）
　（陽性反応者への結果通知は当然ながら早い（係官談）＋少しでも自覚症状があると答えた方々は先に検体検査している様子）
・政府指定ホテルに関してはタイミングや運で場所が遠隔地になる場合があるので注意が必要
　（私は羽田空港での結果待ちを選び、正解ではあったがお勧めはしない）
・少々高くてもフレキシブルな対応をしてくれるハイヤー手配は必須
　（政府指定ホテルに移動した後も結果取得時期・解放時期が不明な為―陰性結果を取得してもすぐに移動させてくれない場合がある）
・ハイヤー以外にも結果取得後に主要場所（蒲田・大森等？）への政府公認で利用可能な循環バスが出ている様子
　（どちらにしてもそこから公共交通機関は使えない為、ハイヤー等車の手配は必要）
・自宅待機者・家族の迎えも良いが陰性判明後の方が望ましいと思う―自宅の方でも結果待ち後に帰宅という選択をしている方もいた
・各自予約のホテルは外出自由の場合が多いので自己管理が必須
　（滞在ホテル近くのコンビニに行ってみたが、普段より車・歩行者は少ないものの普通に人の往来はある）



【政府指定ホテルで結果待ちされた方々の結果取得状況】
・4月18日17:00頃　ホテルグランドヒル市ヶ谷滞在者（JAL便帰国者）が結果取得
・4月19日07:00頃　ホテル日航成田滞在者（ANA便帰国者）が結果取得

　⇒同時間帯帰国者でも
　　羽田で結果待ち：4月17日20:30結果取得－政府指定ホテルで結果待ち：4月19日07:00まで約1日半の違いがある。

加えて、自宅で結果待ちされている皆様への結果通知はまだの様です。

今回の帰国者に限れば、到着時間と結果取得時間に関連性は無いと言える。
指定ホテル滞在者に関して言えば、各ホテルから羽田空港への戻り等移動は無料で手配される事から、移動手配の手間（成田の手配は難易度高？）
等様々な要素が組み合わさって結果通知がされていると考えられる。
自宅待機者＝比較的自由度が高い　への結果通知は遅れる傾向にある。
（比較的自由度が高＝陽性の場合の拡散可能性大　とも考えられるので個人的には疑問）


【帰国後の健康観察提出】
・本日、枚方市保健所から電話連絡 + 添付メールを受けました。
　（私は空港到着時に大阪府枚方市で住所登録した為）
・帰国後、日々の体温と健康状態について提出要請がありました。

   ＊但し、LINE ID登録に合意され登録された方々にはもっと早い段階でLINEで連絡が入って
      いる様です。
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